【電気通信工事業】

職種：施工技能　　職務：施工技能
【概要】

電気通信工事について、施工過程の段取りや作業準備、使用材料・器具・工具の準備等を事前打合せ、計画に従って安全に実施し、顧客の満足を得る作業、仕事の態度を発揮して、要求された品質を確実に実施する仕事。

【仕事の内容】

・建築構造物の構造や電気通信施工技能、材料等の知識、経験を活かし、顧客要求事項通りに構築するための工事作業遂行が仕事の内容である。

・職長（班長）からの作業指示を理解し、日々の打合せで作業状況を報告するだけではなく、状況により作業提案等も進んで行う。

・作業実務だけではなく、マナーやきびきびした作業態度、報告・連絡・相談をしっかりしている。

・高度な電気通信工事技能の知識と経験を基に作業方法や作業を現場において適切にアドバイス、提案もする。

【求められる知識・経験】

（１）電気通信の技能者は、作業打合せや現場のルールに則り、作業内容を、工程を遵守して確実に遂行する能力が必要である。

（２）レベル１（初級技能者）では職長（現場管理職）及び先輩作業者からの作業手順、安全動作等の基本を指導され、実作業においては、定型的または基本的な作業をしながら技能を身につけるために、学ぶ態度が大切である。

（３）一人前のレベル２（技能者）になると、通常業務において適切な判断や、アクシデントへの対処、改善が出来る技能と知識が必要となり、また、職長が打合せ等で現場を離れる場合にはリーダーシップを発揮して職長代理を努められるまとめ役の力も必要とされている。

（４）熟練した技能を駆使して大規模で複雑な現場を任されるようになると職長（現場管理職）を実作業において支援していく能力が求められる。このレベル３（上級施工技能者）は作業班のリーダーとしての指導力や統率力は問われないものの、作業の不具合に対しては作業ポイントを指摘、助言出来る十分な経験と知識が求められている。

（５）レベル４（卓越施工技能者）は、卓越した能力が必要である。他者の範となる電気通信施工技能を要求される。

【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定

・情報配線施工技能検定（１級、２級、３級）

・職業訓練指導員（職業能力開発促進法第２８条第３項）の免許　等

労働安全衛生法に基づく資格

・職長・安全衛生責任者教育　　等

その他の資格

・通信に関する資格：情報ネットワーク施工プロフェッショナル（iNIP Professional）、電気通信工事担任者、電気通信主任技術者（第１種、第２種）、伝送交換（第１種、第２種）、線路主任技術者、総合無線通信士、有線テレビジョン放送技術者　　等

　　・電気に関する資格：電気主任技術者（第１種、第２種、第３種）、電気工事施工管理技士（１級、２級）、電気工事士（第一種、第二種）　　等

・システムに関する資格：基本情報技術者、システムアドミニストレータ（初級・上級）、テクニカルエンジニア（ネットワーク・システム管理・情報セキュリティ）、情報セキュリティアドミニストレータ、システム監査技術者　等

・建築に関する資格：建築施工管理技士（１級、２級）、基幹技能者　等

【平成１１年改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０３機械・電気技術者

　　０３４電気技術者　０３５電気通信技術者　０６１システムエンジニア

　　７４５電気通信設備工
